
9 ― ― 8

むらのできごとむらのできごと

9 ― ― 8

　猿払村と豊富町で構成する豊富猿払森林林業

活性化協議会様より、道産木材を使用した木製

ベンチが寄贈されました。

　このベンチは、木材利用促進に関する普及啓

発活動として制作されたもので、豊富町にも寄

贈されました。

　いただいたベンチは道の駅さるふつ公園内に

設置しました。

　ベトナム人国際交流員（ＣＩＲ）による「令

和５年度第１回ベトナム料理教室」が開催され、

ＣＩＲ２名の指導のもと、村内の実習生４名と

村民９名が、ベトナム風のサンドイッチ「バイ

ンミー」とベトナム式ミルクコーヒーを作りま

した。

　焼きたてのバインミーと淹れたてのコーヒー

を味わいながら、ＣＩＲ２名が帰国した際に撮

影したベトナムの食べものや景色の映像を鑑賞

し、楽しみながらベトナム文化を学びました。

　鬼志別神社祭が４年ぶりに開催されました。

　22日に行われた宵宮祭では、神社境内での出

店に多くの人々が集まりました。

　23日に行われた本祭では、鬼志別神社にて祝

詞を奏上した後、鬼志別小学校の児童による子

ども神輿（低学年・中学年・高学年）と大人神

輿の計４基が鬼志別を巡行し、町内をにぎわせ

ました。

　国土開発工業株式会社様（代表：安田正一氏）

に、伊藤村長より感謝状が贈呈されました。

　この感謝状は、社会貢献活動の一環として、

村営球場の老朽化したパイプフェンスと取付け

金具の撤去及び処分をしていただいたことに、

感謝の意を込めて贈られました。

　認知症予防講演会が行われ、19名が参加しま
した。
　始めに宗谷総合振興局より主催者挨拶が述べ
られたのち、「北海道認知症の人と家族を支え
る家族会」の事務局長・西村敏子氏が、自身の
介護経験について語りました。次に社会福祉法
人幸清会の大久保幸積氏から認知症の原因や特
徴・接し方について学び、最後に特別養護老人
ホーム幸豊園の施設長・行徳秀和氏から、認知
症サポーターとしての在り方について学びまし
た。

　５月20日から21日にかけて行われた「第23回

ダイハツ北海道小学生ＡＢＣバドミントン大会

名寄地区予選会」にて、バドミントン少年団の

皆さんが好成績を収め、全道大会への出場権を

獲得しました。

　６月24日から25日にかけて行われた「第24回

ダイハツ北海道小学生ＡＢＣバドミントン大

会」の出場に伴い、所属選手の大嶋悠真さん、

田村穂高さん、坂上恵梛さんが表敬訪問に訪れ

ました。

　猿払消防団前団長・川谷英夫氏が退団され、

伊藤村長より辞令が手渡されました。

　川谷氏は昭和46年に猿払消防団に入団され、

班長、副分団長、分団長、副団長を経て、平成

27年４月１日から団長を務められました。

　長きに渡り、消防団として村の安全を支え続

けた川谷氏に対して、伊藤村長より感謝の意が

述べられました。

　一般社団法人カラータイプ協会認定講師の村

山純子氏（枝幸町在住）をお招きし、子育て講

座「カラフルコミュニケーション講座」が行わ

れました。

　この講座では、行動色彩心理学とコーチング

を用いて自身の個性やコミュニケーションにつ

いて学ぶことができ、参加者はグループワーク

に取り組みながら、自分の行動や心に向き合い

ました。

色を通じて個性の違いを知る
６月13日(火)日 児童館場

ベトナム文化を満喫
６月17日(土)日 保健福祉総合センター場

４年ぶりのにぎわい

６月30日(金)日

長年の勤務に敬意を表して
村長室場

鬼志別町内場６月26日(月)日

社会貢献活動に感謝を込めて
村長室場

日頃の練習の成果を発揮
日 ６月23日(金) 村長室場６月30日(金)日

認知症への理解を深める
楽楽心場

道産木材の利用促進を啓発
６月22日(木)日 村長室場

６月22日(木)～23日(金)日



コンテスト

STEP

1
STEP

2
STEP

3
応募方法

豪華景品
プレゼント！　　　　　　　入賞者へは、千葉由佳里さ
　　　　　　ん作のイラスト「猿払の豊
か」を使用したオリジナルグッズと村の特
産品詰め合わせをプレゼントします。
また、入賞作品は 11 月４日、５日に開催さ

れる猿払村文化祭に展示します。

※作品を一時的にご提供いただきますが、展示終
了後にご返却します

ぬりえの用意

完成したぬりえを応募用紙
とあわせて、持ち込み、郵
送、メール、SNS のダイレク

トメッセージのいずれかの

方法で提出します。

※ぬりえを撮影、スキャンするな
どデータ化したものでも OK!
※応募用紙には「名前」「年齢」「住
所」「連絡先」「作品のアピールポ
イント（自由記載）」を記載
※郵送で提出された作品は、審査
後にお返しします

ぬりえを提出するぬりえを仕上げる

好きな画材を使って、自由

に色を塗ります。

※画材は色鉛筆、クレヨン、絵の
具、デジタル等なんでも OK

猿払村ホームページからぬ

りえをダウンロードして印
刷するか、役場、保健セン
ター、楽楽心、農村環境改

善センターで配布している
ぬり絵を取得します。

※絵が細かいため、Ａ３サイズへ
の印刷を推奨しています
※各施設で配布するぬり絵は、特
厚口の上質紙に印刷したものです

最優秀賞　1 名　      ・オリジナル T シャツ
・特産品 7 千円分

優秀賞　　　　  1 名　・オリジナル T シャツ
・特産品 2 千円分

アーティスト賞　5 名　・オリジナルクリアファイル
・特産品 2 千円分

詳しい情報は村
ホームページから
ご確認ください

開村 100周年記念

10 / 13 まで

猿払村100周年を記念して、村在住で画家としてご活躍中

の千葉由佳里さんより、特別イラストをプレゼントして

いただきました。村のシンボルである「イトウ」をメイ

ンにさるっぷや海の生き物などが描かれています。

こちらのイラストを使用し、ぬりえコンテストを

開催します。色鉛筆や絵の具、デジタル等、得

意の画材を使って、こだわりの一枚を仕上げて

ください。皆様のご応募をお待ちしております。

千
葉
由

佳
里
さん

※猿払村在住の方であれば、年齢問わずどなたでも参加できます
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　稚内地区保護司会猿払支部より「第73回社会

を明るくする運動」の推進にあたってのお願い

が伊藤村長に伝えられました。

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、

犯罪や非行の防止と、あやまちを犯した人の立

ち直りについて理解を求め、それぞれの立場に

おいて力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安

心な地域社会を築くための全国的な運動です。

　皆さんには、取組の社会的意義をご理解いた

だき、ご協力をよろしくお願いいたします。

社会を明るくする運動
村長室場

　子育て講座「私だけの革小物づくり」が行わ
れ、講師の𠮷岡尚美氏の指導のもと、６名の参
加者が牛革を使用した小物の制作に取り組みま
した。
　キーホルダーと小銭入れのどちらかを選び、
好みの色の革を型紙に合わせて革を切り取りま
す。糸で縫い合わせたり、ボタンやチャームを
取り付けて完成です。布とは異なる慣れない質
感に苦戦する方もいましたが、講師にアドバイ
スを求めたり、参加者同士で協力しながら楽し
げに取り組まれていました。

　猿払消防団前団長・川谷英夫氏の勇退に伴

い、７月１日付で船木他氏が新団長に就任され、

伊藤村長より辞令が手渡されました。

　船木氏は昭和55年に入団され、班長、副分団

長、分団長を経て、平成25年より副団長を務め

られました。

　就任に際しては「村民の安心・安全、生命や

財産を、消防団一丸となって守っていきたい」

と決意を表明され、伊藤村長から激励の言葉が

伝えられました。

　猿払村開村100周年記念事業の一環として、

令和５年度　学びの場「生涯学習講演会」が開

催されました。

　講師として元プロサッカー選手の松木安太郎

氏をお招きし「夢・まっしぐら」と題して、自

身の経験や近年のサッカー界の現状を交えなが

ら、夢を持ち、モチベーションを保つことの大

切さを語っていただき、訪れた人々は真剣に耳

を傾けていました。

オリジナルの小物で思い出作り
７月６日(木)日 鬼志別保育所場

新団長として決意を新たに
村長室場

自己実現について学ぶ
日 ７月11日(火) 交流センター場

７月３日(月)日７月３日(月)日




